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魅力と活力のある家庭・福祉教育を目指して

－新学習指導要領の趣旨を踏まえた教科指導の充実に関する研究－

平成 25 年度から年次進行により段階的に適用される新学習指導要領の趣旨を踏まえ，教育内

容の主な改善事項で挙げられたものに着目した。専門教科「家庭」では「食育の推進」を意識し

た専門性を深める指導の在り方について，共通教科「家庭」では「言語活動の充実」から思考力

・判断力・表現力の育成について，教科「福祉」では「教科指導における ICT 活用」から質の高

い福祉サービスを提供できる人材の育成について探った。これらの研究から指導者の教育効果を

高める工夫により，生徒にとって学ぶ楽しみのある教材の収集・開発ができた。

＜検索用キーワード＞ 新学習指導要領 家庭科 食育 言語活動 福祉 ICT 活用

教育の情報化 実態調査
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１ はじめに

当センターの教育研究調査事業「産業教育の充実に関する研究（家庭・看護・福祉）」では，研究協

力員（高等学校４人）により，魅力と活力のある家庭・看護・福祉教育を目指した実践研究を行って

いる。専門教科「家庭」・共通教科「家庭」と教科「福祉」において，それぞれに研究主題を設定し，

平成 25 年度から年次進行により段階的に適用される新学習指導要領の趣旨を踏まえた家庭・福祉教育

の在り方に関する研究を，教科「家庭」は平成 22 年度より，教科「福祉」は平成 21 年度より進め，

家庭・福祉教育に関する意識調査を通して今日的教科指導の課題を探り，学校現場の実情に合った教

材の収集・開発と実践研究の報告をする。

２ 研究の方法

(1) 研究主題の設定

高等学校新学習指導要領の教育内容の主な改善事項に挙げられた，食育・情報教育，言語活動の充

実について研究を進めた。専門教科「家庭」では食育に関する研究，共通教科「家庭」では言語活動

に関する研究，教科「福祉」では情報教育（教科指導における ICT 活用）に関する研究を実践するよ

うに，次のような主題を設定した。
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教科「家庭」 教科「福祉」

ア 「食育の推進」を意識した専門性を深める指導の在り方

－専門教科「家庭」食物分野における研究実践－

イ 言語活動を通した思考力・判断力・表現力の育成

－共通教科「家庭」における授業実践－

ウ 質の高い福祉サービスを提供できる人材の育成を目指して

－ICT 機器を活用した研究実践－

(2) 教科「家庭」・「福祉」に関する意識調査・結果の分析

(3) 研究協力員所属校での授業実践とその分析

３ 教科「家庭」・「福祉」に関する意識調査・結果の分析

(1) 意識調査の概要

平成 23 年６月に，家庭に関する意識調査（択一式・記述式）と福祉に関する意識調査（択一式）を

実施した。家庭は，３校合計 662 人の生徒を対象とし，その属性は，普通科 53.0％，家庭に関する専

門学科 11.6％，その他の専門学科 35.4％であった。福祉は，１校 113 人の福祉科生徒を対象とした。

(2) 結果の分析

ア 教科への興味・関心は高いが，要約・記録・説明・論述・思考は苦手傾向である

資料１のように，教科に対して興味・関心が高く意欲的である。実験・実習を行うことに肯定的な

回答が多く，活動意欲の高い生徒が多い。その反面,資料２のように，論理的な思考や表現することは

苦手であることが顕著な結果であった。新学習指導要領で求められている「思考力・判断力・表現力

等の育成を図ること」の重要性が裏付けられた結果となった。ここで，興味・関心について挙げた項

目については，相関がみられ，授業が好きな生徒は，意欲的な取り組みができ，学習内容を理解する

ことができ，実験・実習が好きであった。同様に資料２で挙げた項目についても相関があった。

【資料１ 興味・関心について】
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教科「家庭」

教科「福祉」

【資料２ 要約・記録・説明・論述・思考について】

イ 規範を遵守させ，思いやる心を育成する必要がある

道徳教育の充実に関することが，高等学校新学習指導要領の主な改善事項に挙がっている。「ルール

を守り，行動できる」については，肯定的な意見が７割を超えている。「あまり思わない」が２割程度

で，「全く思わない」が１割に満たない（資料３）。おおむね規範は守られていると判断できるが，何

かきっかけがあれば，規範は崩れやすいものである。教科指導においても継続的な指導と温かく見守

るまなざしが，重要視されると考えられる。

特に，実習の事前指導で，円滑に実習が進行できるように，ルールを徹底していき，実習時には繰

り返し指導をし，事後の振り返りでもルールを守ることを徹底すべきである。その際には，なぜこう

しなければならないのかを生徒が納得できるように丁寧に説明をし，生徒理解に努めつつ威厳と柔和

な態度での指導に心掛ける必要がある。

また，グループ活動など，協同で一つのものに仕上げる活動を通して，自分の失敗も人の失敗も共

有することで人の痛みの分かる人間に育てることができる。教科指導が，自分を思うと同様に相手を

思いやる心を育てる機会になる。お互いに自分に与えられた役割だけでなく，相手の動きを気遣いな

がら共同作業ができるようになり，また，互いに認め合う姿から，更に仲間意識を強めているようで

ある。教科指導を通して道徳教育の充実を図っていくことはとても大切であると認識できる。
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教科「家庭」 教科「福祉」

ICT 機器の使用を使うと，分かりやすくなるか。

【資料４ ICT 機器の使用について】

【資料３ 道徳について】

ウ ICT 機器を使った授業は分かりやすい

授業に ICT 機器を使用することに肯定的な回答が，教

科「家庭」では７割を超えており，教科「福祉」におい

ては，８割近くあった（資料４）。ICT 機器を使うことで，

授業や実習内容に理解が深まり,自発的な学習や気付き

を促し，更なる定着を図ることができる。ICT 機器を活

用した教材開発を進めていきたい。

エ 食育の充実を図りたい

教科「家庭」において，「食」に関する学習内容について，もう少し学びたかったと感じたものを記

述式で回答させたところ，多く挙がった項目は「栄養」であった。食品についても興味を示している。

食品の栄養・安全性からも選択する能力を付けていくべきである。また,伝統文化の継承について肯定

的な回答が多い一方で,郷土料理を知らない生徒は半数程度あり，家庭では行事食を作らないと回答し

ている生徒は４割を超えていた（資料５）。これらのことから食育を重視する必要性が感じられた。行

事食を家庭で作ると答えた生徒は，郷土料理を知っていると答えており，相関がみられた。

【資料５ 食育の関係について】

教科「家庭」
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【資料７ 将来への展望について】

【資料８ 福祉の学びについて】

福祉を学び，福祉に対する考えが変わったと思うか。

分 野 学習内容

家庭経営 家族法，相続

食 物
栄養に関すること，調理実習，食

品，食文化，世界の料理

被 服

被服製作，洗濯，アイロンかけ，

しみ抜き，ファッションコーディ

ネート，マナー，着付け，海外の

ファッション

住 居

マイホーム設計，住宅ローン，家

の借り方，世界の住居，住まい方

の工夫

消費・環境 ゴミ問題，環境問題

保 育 子どもとの接し方，育て方

【資料６ もう少し学びたかった学習内容について】オ 世界の衣食住に関心をもっている

教科「家庭」の択一式アンケートで，もう少し

学びたかった学習があったかについて分野別に調

査し，併せて記述式で具体的に回答があったもの

は資料６の通りである。全体を通して言えること

は，世界の衣食住に関心をもっているということ

である。グローバル化が進むなかで，十分予測で

きた結果であるが，生活者としては世界の中の日

本という観点からも消費と環境に目を向けさせて

いかなければならない。持続可能な開発のための

教育と結び付けて，教科指導に当たるとよいので

はないかと考えられる。

その他は，専門学科の生徒は外部講師による講

義・実習と就業体験に意欲的であるということが

明確であった。

カ 介護福祉士を目指した前向きな姿勢が見られる

教科「福祉」に関するアンケートで「将来，

福祉分野の職業に就きたいか」という問いに対

して肯定的な回答は７割を超え，「介護福祉の資

格を取得したいか」という問いに対して肯定的

な回答は９割を超えている（資料７）。この２項

目について，相関がみられた。福祉の学習内容

は，福祉分野の専門職に反映されるものである。

現在，学習に対して意欲的に取り組み，知識・

技能を着実に身に付けつつあることが，前向き

な回答を得ることにつながったと考えられる。

キ 学びを深めることで福祉に対する考え方が変化する

教科「福祉」に関するアンケートで，９割以上が「福祉を学び，福祉に対する考えが変わった」と

回答している（資料８）。

他のアンケート項目と併合して判断すると，将来の夢の実現に向かって，徐々に意欲・関心が高ま

り，授業・実習やボランティア活動等の多くの経験を通して，福祉に対する考えが，よりよい方向に

変容したのではないかと推測できる。
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４ 実践研究

(1) 専門教科「家庭」に関する研究

ア はじめに

(ｱ) 食育に関する国の動向

平成 17 年に食育基本法が施行され，翌年には食育推進計画が決定された。その後，平成 20 年３月

には，小・中学校学習指導要領の総則に「食育の推進」が示され，同年４月には学校給食法の一部が

改訂され，食生活の改善という観点から，学校給食を活用した食育の推進に重点が置かれるようにな

った。更に，平成 21 年３月には高等学校学習指導要領の総則に「食育の推進」が示さた。

(ｲ) 食育基本法

食育基本法では，「食育を生きる上での基本であって，知育，徳育及び体育の基礎となるべきものと

位置付ける」とし，様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し，健全な

食生活を実践することができる人間の育成を図っている。そして「子どもたちに対する食育は，心身

の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし，生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性を

育んでいく基礎となるもの」と規定し，特に子どもに対する食育を重視している。

(ｳ) 高等学校学習指導要領

平成 25 年からの新高等学校学習指導要領においては，学校における食育の推進については，教科「保

健体育」はもとより，家庭科，特別活動などにおいてそれぞれの特質に応じて適切に行うように努め

ることとし，生涯を通じて健康な生活を送るための基礎が培われるように記述された。

(ｴ) 愛知県の取組

愛知県では，平成 18 年３月に「愛知県食育推進会議」を設置し，同年 11 月に「あいち食育いきい

きプラン」を作成し，食育を総合的かつ計画的に推進してきた。その結果，学校給食における地場産

物の使用割合の増加，小学生の肥満の割合の低下などの成果を出すことができた。しかし，朝食の欠

食状況や，孤食も依然としてみられ，平成 23 年５月に「あいち食育いきいきプラン 2015」が作成さ

れた。基本コンセプトを「啓発から実践へ」とし，「体」「心」「環境」に着目した食育を進め，健康な

体をつくるために，平成 27 年度までの５年間に，朝食の欠食割合については，小学生０％，中学生３％

以下，高校生５％以下を目指すなど新たな目標を掲げた。

(ｵ) 食育にかかわる先行研究

愛知県総合教育センターでは，平成 17 年度から平成 19 年度の３年間に，「食育に視点を据えた児童

生徒の指導の在り方に関する研究‐心と体をはぐくみ，食文化を伝える食育を目指して‐」に関する

研究を行った。１年次は，食育に関する基礎資料を収集し，研究構想を立てるとともに，校種ごとの

食育全体計画を立てた。２年次は研究協力員（小学校１人，中学校１人・高等学校２人）により，学

習計画を立案し，実践を行い，次のように成果と課題をまとめた。

・家庭科を中心に据え，教育活動全体を通して食育の推進を図ることにより，「心」「体」「食文化」

の面から児童生徒の食に関する実践力を高めることができた。

・小学校では，学校全体で食育を進めることによって教職員の連携が図られ，系統的・計画的な食の

指導を継続的に行うことができた。

・食に関する総合的な力の育成には，今後の継続的な取組が望まれるとともに，児童生徒の食の学習

への興味・関心や主体的な取組を，いかに高めるかが大きな課題である。
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イ「食育の推進」を意識した専門性を深める指導の在り方に関する研究

現在，「食育」という言葉が注目されている背景には，食生活を取り巻く社会環境の変化に伴う朝

食欠食など子どもの食生活の乱れや肥満傾向の増加などの健康問題がある。また，食物アレルギーの

ある子どもへの対応も課題となっている。更に，食を通じて地域等を理解することや失われつつある

食文化の継承を図ること，自然の恵みや勤労の大切さなどを理解することが重要となってきている状

況もあり，食育が大きな国民的課題となっている。こういう状況を踏まえて，新学習指導要領では，

専門教科「家庭」科目「フードデザイン」の学習内容を従前のものに，食育の意義と食育の推進活動

を加えるといった改善を図った。

家庭科教育においては，栄養，食品，調理及び食品衛生などの基礎的・基本的な知識と技術を習得

させる指導を行っていることは言うまでもなく，食育という言葉が浸透する以前から，既に食育を実

践してきた。しかしながら，資料９の通り，小・中学校家庭科等の学習で栄養バランスの大切さを学

んでいるにもかかわらず，実践するまでには至っていない。資料 10 より，高校生は，バランスのよい

食事を心掛けているかという問いに対して，心掛けていない，気にしないという生徒が半数近くを占

めている。日常生活において，規則正しい食習慣を実行できているとは言いきれない。学校における

食育推進には，家庭，地域との連携を図ることが重要で，次代を担う子どもたちの食環境の改善に努

める必要がある。

専門教科「家庭」の研究構想図を資料 11 に示す。食文化，公共性，環境・人権，食材の安全，調理

科学，栄養について習得させ，生涯を通して健康な食生活の実践ができることを目指す。

食生活の多様化が進む中で，食に関する情報や安全性の問題など知識を身に付けさせるだけではな

く，実際に経験をさせながら食に関する指導を行うことにより，将来，食育の指導的立場に立つこと

が期待される専門学科で学ぶ高校生に「食に関する知識」「食を選択する力」「望ましい食習慣」を

身に付けさせ，健全な食生活を実践することができる人間の育成を目指したい。

【資料９ 朝ごはんは栄養バランスを考えて食べていますか】

平成 22 年度愛知県教育委員会調査

調査数 小学生 6,604 名 中学生 5,372 名

【資料 10 バランスのよい食事を心掛けていますか】

平成 22 年度愛知県教育委員会調査

調査数 愛知県立高等学校 11,239 名
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H・R

学級活動

学科行事

学校家庭クラブ活動

部活動

生徒会活動

学校保健委員会

その他の教科等

総合的な学習の時間

栄養教諭による指導

給 食

児童会活動

食に関する学び

中学校「技術・家庭」

小学校「家庭」

幼稚園・保育園

高等学校専門教科「家庭」

課題研究 フードデザイン 食文化 調理 栄養

食品 食品衛生 公衆衛生 学校設定科目

【資料 11 専門教科「家庭」研究構想図】

心の栄養 体の栄養

・自然の恩恵に感謝する心をも

つ生徒

・食に携わる人へ感謝する心を

もつ生徒

・もてなしの心を育んだ生徒

・味わう喜びと食べる楽しみを

実感できる生徒

・食事を通した人間関係づくり

があることに気付く生徒

・食文化に対する理解を深める

ことができる生徒

・健康と食生活の関わりについて

理解できる生徒

・食環境の変化に対応できる生徒

・人体と栄養との関係を理解でき

る生徒

・食品の安全性確保や食品の多様

化に対応できる生徒

・生涯を通して健康的な生活がで

きる実践力を身に付けた生徒

健全な食生活の実践

豊かな感性

国 ・ 地方公共団体

公共性 環境・人権 食材の安全 調理科学 栄 養食文化

高等学校共通教科「家庭」

地

域

社

会

家

庭

研 究 主 題 「食育の推進」を意識した専門性を深める指導の在り方

－専門教科「家庭」食物分野における授業実践－

目指す生徒像 健康で安全な食生活を営むことのできる人間性豊かな

将来のスペシャリストとなる生徒
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(ｱ) 目指す生徒像に迫るための手だて

① 「食」に関する専門知識と技術の深化のための工夫

② 問題解決の能力や自発的，創造的な学習態度の育成のための工夫

③ 支援と評価の工夫

(ｲ) 専門性を深めるための指導における重点（提案）

① 栄養学指導の充実

② 科学的視点に立った教科指導

③ 食環境と食の安全教育のための教材資料収集

(ｳ) 研究協力員による県立古知野高等学校での実践概要

生活文化科における３年間の学習計画を作成した。食育の推進を重視して，資格取得への取組，栄

養学指導の充実，聾学校との交流会，外部講師の招へい，就業体験，学習の成果を発表する卒業パー

ティーの開催，支援と評価の工夫等の実践をまとめた。

(2) 共通教科「家庭」に関する研究

ア はじめに

(ｱ) 教育法令の改正

平成 18 年に教育基本法が 60 年ぶりに全面改正（平成 18 年 12 月 22 日交付・施行）となった。この

改正は，教育の基本理念と基本制度を定める重要な法律だけに，他の法律に及ぼす影響は大きい。次

いで教育関連３法（学校教育法，地方教育行政の組織及び運営に関する法律，教育職員免許法《教育

公務員特例法を含む》）が改正された。（平成 19 年６月 27 日公布）

資料 12 のように,教育全体に通ずる基礎的事項である教育の目標が教育基本法第２条１号に明示さ

れた。それを受けて, 学校教育法第 30 条第２項（高等学校に準用 第 52 条及び第 62 条）において,

教育の目標を達成する際に留意しなければならないことが規定された。

【資料 12】

教育基本法第２条１号

幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健

やかな身体を養うこと。

学校教育法第 30 条第２項

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これら

を活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に

学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。

(ｲ) 高等学校新学習指導要領に示された「思考力・判断力・表現力の育成」と「言語活動」

二法同時改正を受け，学習指導要領の改訂が行われ，新学習指導要領が平成 20 年３月に告示された。

今回の学習指導要領の改訂では，大きく学力観が変容しているので指導観や評価観も転換させる必要

がある。学習指導要領の総則には,資料 13 のように言語活動の充実について記述されている。資料 14

に，二法改正の要点と学習指導要領の言語活動の充実についての関連を整理した。

【資料 13】

第１款 教育課程編成の一般方針

各学校においては，教育基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの章以下に示すところに従

い，生徒の人間として調和のとれた育成を目指し，地域や学校の実態，課程や学科の特色，生徒の心
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身の発達の段階及び特性等を十分考慮して，適切な教育課程を編成するものとし，これらに掲げる目

標を達成するよう教育を行うものとする。

学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，生徒に生きる力をはぐくむことを目指し，

創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で， 基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習

得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐ

くむとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を生かす教育の充実に努めなければならな

い。その際，生徒の発達の段階を考慮して，生徒の言語活動を充実するとともに，家庭との連携を図

りながら，生徒の学習習慣が確立するよう配慮しなければならない。

【資料 14】

イ 言語活動を通した思考力・判断力・表現力の育成に関する研究

(ｱ) 教科「家庭」における「思考力・判断力・表現力の育成」と「言語活動」

家庭科においては，「衣食住など生活の中の様々な言語について実感を伴って理解する学習活動」や

「自分の生活における課題を解決するために言語や図表などを用いて生活をよりよくする方法を考え，

説明する方法を考えたり，説明したりするなどの学習活動」を更に充実する必要がある。

今回の改善では，思考・判断したことを，その内容を表現する活動と一体的に評価することが重要

なポイントである。「思考・判断・表現」の観点は，よりよい生活を目指して課題を解決する能力をと

らえるようにするものであり，家庭生活における身近な課題を様々な角度から考える思考力，考えた

ことを基に課題の解決を図るための判断力，自らの考えを的確に表す表現力などを含んでいる。

授業の目標を明確にすることで,どんな力を身に付けさせたいかの評価規準を考案し,目指す生徒像

が設定できる。授業の目標を「工夫し創造する能力の育成」にした場合,「言語活動」という手段をと

り,最適な解に導くようにする。

第５款 教育課程の編成・実施に当たって配慮すべき事項

第５ 教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項

各教科・科目等の指導に当たっては，生徒の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎

的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に対する関心や理解を深

め，言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活動を充実すること。

各教科の知識・技能を活用させる学習活動

国語を中心とした言語が基盤

言語活動の充実
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身に付けた知識を活用して,文献調査や先人からの聞き取り調査の実施は, 思考の道筋をなぞる「読

む」「聞く」の活動があり, 実験・実習において意図的に場面を設定し,経験に注目して考えたことを

表現する「書く」「話す」の活動がある。これらの「読む」「聞く」「書く」「話す」の言語活動を通し

て問題（課題）解決学習ができる。問題解決的な学習の一般的な指導過程は，① 事象との出会い，②

問題発見（課題設定），③ 計画立案，④観察・見学・資料収集・選択を通した課題追究・課題解決，

⑤記述，報告，論述から相互発信（共有化），⑥ 事象の概念化（問いに対する答え）である。問題解

決的な学習のまとめの段階は, 観察・見学・資料収集・選択したことや頭の中で考えたこと等を記録

させ, 課題追究・課題解決を自分なりにする。次に，グループ内で発表・説明させることで頭の中の

曖昧な思考が明確になる。そしてグループで話し合いをすることで考えを交流し,相互発信（共有化）

ができ, それぞれの意見を集約・要約させ,キーワード化・理由・根拠・意見等から自分の考えを修正

し,思考を深めることができる。これにより,更にクラス等の集団の場で論述させ，様々な意見から自

分の考えを見つめ直し,意見を修正して, 自分の言葉で再構成して,事象の概念化（問いに対する答え）

ができ,こうしたいという最適な解が得られる。言語活動を繰り返すうちに,記述しなくても考えをよ

りよい方向に即時に判断し,表現できるようになり,生涯にわたって様々に生じてくる課題を解決して

いく力の育成につながる。

学習評価を通じて，学習指導の在り方の見直しや個に応じた指導と学校における教育活動を組織と

しての改善などが求められ, 指導と評価の一体化が図られている。評価の観点をどう設定するかによ

り,資料 15 の例のようにワークシートの内容が異なる。ワークシートに記述させたことについて思考

力・判断力・表現力を評価する場合の評価基準は,資料 16 のようにするとよいのではないかと提案す

る。

資料 17 は,基礎・基本の知識・技術を身に付けたものを活用して創作する実験・実習等のレポート

である。指導者は,事前に創意工夫したことをレポートで点検して,実習時には技能を評価する。事後

に関心・意欲・態度を確認する。工夫し創造する能力の育成のために生徒一人一人が考えた過程が分

かる記入欄にして,気付いたことや発見したこと，疑問に思ったこと，うまくいかなかったことやその

原因を言葉や絵で記入できるようにした。

資料 18 は，製作前に記述する欄と製作後に記述する欄，発表後に他の人の発表を聞いて要約する欄，

展示を見て記入する欄を１枚のシートにしたものである。

共通教科「家庭」に関する研究構想図を資料 19 に示す。授業実践を行った学習内容は，食生活指針

に基づく標語を配したポスター作り，世界のゴミ問題への取組についての調べ学習，環境カルタの制

作，絵本づくり，シナリオによる男女共同参画社会への理解である。

【資料 15 ワークシートにおける評価の観点 例「世界のお菓子」】

「フランス菓子」

お菓子の名前

・ ・ ・ ・

◆分かったこと

技 能
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【資料 16 評価の基準例】

評価

評価の観点

・フランス菓子名の列挙

・事柄に基づく自分の意見の述べ方（理由が書けているか）

・洋菓子についての説明文の分かりやすさ（比較してまとめてあるか）

Ａ

大変よい

・自分の技能に合ったフランス菓子候補を的確に挙げている。

・指定された数の自分の意見を分かりやすく述べており,理由が明確で，文章

に説得力がある。

・それぞれの洋菓子について複数の項目を示し,明確に比較できている。

Ｂ

よい

・自分の技能に合ったフランス菓子製作候補を挙げている。

・指定された数の自分の意見を述べており,理由が書けている。

・それぞれの洋菓子について複数の項目を示し,比較できている。

Ｃ

おおむねよい

・指定された数のフランス菓子名を正しく挙げている。

・指定された数の自分の意見を述べている。

・それぞれの洋菓子について単一の項目を示し,比較できている。

Ｄ

努力を要する

・フランス菓子名を指定された数を全部挙げることはできない。

・指定された数の自分の意見をすべて述べることができない。

・それぞれの洋菓子の特徴を挙げるにとどまっている。

Ｅ

一層努力を要する

・フランス菓子名を挙げることができない。

・自分の意見がない。

・未完成である。

「フランス菓子づくり候補」

① （理由）

② （理由）

③ （理由）

④ （理由）

◆ウィーン菓子・ドイツ菓子・スイス菓子との違い

思考・判断・表現
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【資料 17】

オリジナル○○料理を作ろう （ ）年（ ）組番号（ ）氏名（ ）

○○の学習を生かして，オリジナル○○料理を作ってみよう。

Ａ 料理名

Ｂ 材料や手順を考え，オリジナル○○料理の調理計画を工夫してみよう。

オリジナル○○料理の調理計画

材料・分量

材 料 分 量

出来上がり図（案） 調理用具

工夫したこと

その理由

手順表（＊実習後にチェックしてみよう）

チェック 手 順 手順で工夫したいこと

① 材料を洗って切る 例 煮ている間に調理器具を洗う

②

③

④ 材料を炒める

⑤

⑥

⑦

⑧ 後片付けをする
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Ｃ オリジナル○○料理の調理で工夫・留意したいこと（例）

手順① 材料の切り方 手順④ 調理器具の扱い方 手順④ 材料の炒め方

皮の食べられるものは，使 ソースパンは空炊きしな 硬いものから先に鍋に

う。 い。サラダ油を入れてか 入れて加熱する。

火にかける。片付ける時

も，空炊きしない。

その理由 その理由 その理由

ゴミの量を減らすため。 鍋を傷めないようにする 火の通りを均等にする

ため。 ため。

Ｄ 友達からのアドバイス

・良かった点

・改善するとよい点

Ｅ 調理計画について見直したこと Ｆ 出来上がり図

Ｇ 自己評価（例）

① 調理計画が自分なりに工夫している １ ２ ３ ４ ５

② 段取りよく調理することができた １ ２ ３ ４ ５

③ できあがった作品について 味がよい １ ２ ３ ４ ５

④ できあがった作品について 加熱の仕方がよい（色） １ ２ ３ ４ ５

⑤ できあがった作品について 形がよい （切り方） １ ２ ３ ４ ５

⑥ できあがった作品について 盛り付けがきれいである １ ２ ３ ４ ５

⑦ ゴミの量が少ない １ ２ ３ ４ ５

⑧ 後片付けがきれいにできている １ ２ ３ ４ ５

Ｈ 実習を終えて,気付いたこと・発見したこと・疑問に思ったこと等をまとめよう。
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【資料 18 ワークシート】

クラス（ ）年（ ）組 番号（ ） 氏名（ ）

○○の製作

作品名 作品のラフスケッチ

製作の意図

製作後のまとめ

よくできたところ

工夫したところ

苦労したところ

改善するとよいと思われるところ

発表のまとめ

＊発表を聞いて，気付いたこと等をまとめよう。

展示鑑賞のまとめ

＊印象に残る作品を挙げて，その理由を書こう。

作品 理由
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【資料 19 共通教科「家庭」研究構想図】

食に関する指導の充実 少子化への対応 超高齢社会への対応 消費者教育の充実

持続可能な社会の形成に向けた環境教育の考え方 男女共同参画社会の推進

生活の充実向上を図る能力と実践的な態度の育成

思考力・判断力・表現力等を育むために不可欠な学習活動

① 体験から感じ取ったことを表現する

② 事実を正確に理解し伝達する

③ 概念・法則・意図などを解釈し,説明したり活用したりする

④ 情報を分析・評価し,論述する

⑤ 課題について,構想を立て実践し,評価・改善する

⑥ 互いの考えを伝え合い,自らの考えや集団の考えを発展させる

中央教育審議会答申平成 20 年１月より

【新学習指導要領において求められる内容】

研 究 主 題 言語活動を通した思考力・判断力・表現力の育成

－共通教科「家庭」における授業実践－

目指す生徒像 グループ活動を通して，学ぶ楽しさを実感し,知識・技能を活用して課題を解決できる生徒

・課題解決学習に向けた演習 ・レポートのまとめ方 ・発表の仕方 ・インタビューの仕方

重 視

・知的活動に関すること

・感性・情緒に関すること

・他者とのコミュニケーショ

ンに関すること

言
語
活
動
の
充
実

食生活指針に基づく標語を配したポスター作り 世界のゴミ問題への取組についての調べ学習

環境カルタの制作 シナリオによる男女共同参画社会への理解

○社会の変化や科学技術の進展等に伴

い,生徒に指導することが必要な知

識・技能をしっかり教える。

○つまずきやすい内容の確実な習得を

図るための繰り返し学習を行う。

基礎的・基本的な

知識・技能の習得

思考力・判断力・表現力

等の育成

○各教科等の指導の中で観察・実験や

レポートの作成など知識・技能を活

用する学習内容を充実させる。

○教科等を横断した課題解決的な学習

や探究的な活動を充実させる。

絵本作り
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(ｲ) 研究協力員による各学校での実践概要

① 県立名古屋南高等学校

言語活動を取り入れた授業実践「世界のゴミ問題への取組についての調べ学習」，「共同製作による

絵本作り」２例を紹介する。２事例共に,グループ活動を取り入れ，条件に基づく一つの共同作品にま

とめ,発表会を実施した。

② 県立一宮工業高等学校

言語活動を取り入れた授業実践「食生活指針に基づく標語を配したポスター作り」，「環境カルタの

制作（環境カルタの読み句は，ホームプロジェクトのテーマとしても発展）」，「シナリオによる男女共

同参画社会への理解」３例を紹介する。これらの実践では，発表や展示なども行った。

(3) 教科「福祉」に関する研究

ア はじめに

新学習指導要領総則第５款５（10）（平成 21 年３月告示）をはじめ，「教育の情報化に関する手引き」

（平成 22 年 10 月公表）においても教科指導における ICT 活用や情報教育の体系的な推進について示

され，更に「教育の情報化ビジョン」も平成 23 年４月に公表した。ICT リテラシーに関するこれまで

の施策と現在の施策は下記の通りである。（「ICT」とは information and communication technology

の略で，教育においては「情報コミュニケーション技術」と訳される）

【これまでの施策】

○学習指導要領の改訂 （平成 11 年）

（総則）高等学校

各教科等の指導に当たり，情報手段を積極的に活用できるようにするための学習活動の充実に努め

る旨を記述

（教科）高等学校

普通教科「情報」新設

【現在の施策】

○新学習指導要領の改訂 （平成 21 年）

（総則）高等学校

適切かつ実践的，主体的に活用できるようにする旨を追加

＊新学習指導要領の下で教育の情報化が円滑かつ確実に実施されるよう，教員の指導をはじめ，学校

や教育委員会の具体的な取組の参考として，「教育の情報化に関する手引き」を作成・周知

○「教育の情報化ビジョン」を踏まえた取組の推進

社会の情報化の急速な発展等に伴い，情報通信技術を最大限活用した 21 世紀にふさわしい学びと学

校が求められていることに対応

イ 質の高い福祉サービスを提供できる人材の育成を目指した ICT 機器を活用した研究実践

福祉科については，平成 21 年４月から実施の社会福祉士及び介護福祉士法の一部改正に伴う介護福

祉士養成制度への対応などを考慮し，科目構成を見直す改善が図られている。生徒には，介護福祉士

の国家試験受検資格を与えて，国家試験に合格させたい。併せて，人としてのぬくもりを感じさせる

福祉サービスができる人材を育てたい。これらを踏まえた教科指導において，学習効果を高めるため

に ICT 機器を活用した研究を進めることにした。教科「福祉」の研究構想図を資料 20 に示す。
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【資料 20 教科「福祉」研究構想図】

情報活用能力の育成

必要な情報を主体的に収集・判断・処理・編集・創造・表現・発言・伝達できる能力等

確かな学力
健やかな体

豊かな心

生きる力

21 世紀を生きる子どもたちに求められる力

幅広い知識と柔軟な思考力に基づく新しい知識や価値を創造する能力が求められる。

知識・人材をめぐる国際競争が加速するとともに，異なる文化・文明との共存や国際協力の必要

性が増大している。

知識基盤社会においては

グローバル化によって

教育の情報化のために

○教育の情報化に関する手引き

（平成 22 年 10 月公表）

・教科指導における ICT 活用

・情報教育の体系的な推進

情報教育に関する国の動き

○新学習指導要領 総則第５款５（10）

（平成 21 年３月告示）

○教育の情報化ビジョン（平成 23 年４月公

表）

教育の情報化

社会福祉の推進に寄与する創造的な能力と実践的な態度の育成

プレゼンテーションソフトウェア・動

画を使った「介護過程」の教材開発

ホームページ作成ソフトウェア・動

画を使った「生活支援技術」の教材

開発

ホームページ作成ソフトウェア

を使った福祉科紹介

研 究 主 題 質の高い福祉サービスを提供できる人材の育成を目指して

‐ICT 機器を活用した研究実践‐

目指す生徒像 ・専門職を目指しているという自覚を深化させることができる生徒

・情報機器を活用して，意欲的に習熟度や特性に応じた学習ができ，

生徒同士で教え合い学び合うことができる生徒

・身に付けた専門知識と技能を生かし，温かい福祉の心をもって

人と接することができる生徒
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(ｱ) 目指す生徒像に迫るための手だて

① ホームページで閲覧できる福祉科の特色をウェブページで情報発信

② 動画やプレゼンテーションソフトウェア・ホームページ作成ソフトウェアを活用した教

材開発

(ｲ) 研究協力員による県立宝陵高等学校での実践概要

新学習指導要領総則第５款５(10)，文部科学省作成の「教育の情報化に関する手引き」において示

された教科指導における ICT 機器の活用に着目して，ICT 機器を使った福祉科紹介，「生活支援技術」

と「介護過程」の教材開発の研究に取り組んだ。

５ 研究の成果と今後の課題

「食育の推進」を意識して研究実践を行った結果，生徒の「食」の学習への興味・関心を高めさせ

ることと主体的に取り組む態度を身に付けさせることがおおむねできた。これより食に関する総合的

な力の育成ができたのではないかと考えられる。「食育」という言葉が浸透してきた現在，実践を通し

た「食」の学びは，心と体の栄養になり，人間にとって何よりも重要である「感性」が豊かになると

感じられた。栄養に関する学習については，小・中学校との系統性や連続性を重視して指導の在り方

を再構築していくことが課題である。

言語活動は，グループ協議や共同製作，レポートのまとめや発表をすることで，学習内容への理解

を深めることができ，指導目標を達成させるために効果的である。作品を鑑賞したり他人の意見を聴

くことを通して，考えたことを言葉や文章で表現することや思考力・判断力・表現力の育成を図る指

導を展開する上で，どの単元で，どのように取り入れていくかという指導者の目利きが重要であり，

年間指導計画に，いかに効率的に設定していくかが課題である。

福祉教育においては，ICT 機器を使用することにより，教育効果を高めることができる。個々の生

徒に対応し，習熟度に合わせて，繰り返し利用できる利点は大きく，効率的な知識や技能の定着が期

待できる。生徒の夢を実現させるために，より質の高い福祉サービスを提供できる人材を育てていけ

るように，指導計画に合わせた教材開発を進めて，手軽に利用できる環境設定が必要である。
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